


















経典目録等をみても、 『慈氏儀軌』の存在は確認することが出来ない。 『慈氏儀軌』の成立の問題に対して、先行研究においては、疑問点を指摘しつつも が善無畏訳であると支持している。しかし、直ちに善無畏訳と断定してよいのであろうか。
この問題に対して、本発表で 『慈氏儀軌』と密接な関
係にある『尊勝儀軌』 、両者に記される『大日経』系の観法を考察し、 『大日経 系の経軌との関係、さらには『尊勝儀軌』と『慈氏儀軌』の関係を再検討した
この観法は『慈氏儀軌』 「五大観門品」と 尊勝 「尊
勝真言持誦 則品」に記される。この行法を概略すると㈠G
字観、㈡五輪観、㈢普通真言、㈣三昧耶真言・一切仏心
三昧耶印、㈤五輪器界観、㈥金剛三昧耶真言及び印、㈦降三世真言と分けられる。この内、本発表では『大日経』系統の行法である㈠・㈡・㈢・㈤に注目した。すると、細かな言い回しや、多少の真言の差は認められるものの、 『大日経』系の経軌の内、 『広大儀軌』の記述を土台として、この観法が構成されてい ことが明らかとなった。
本発表では、善無畏訳として日本に伝わっている『慈氏
儀軌』が、中国の記録に残っていないことから、その成立問題を再検討するため、 『慈氏儀軌』と文脈構成が対応する 『尊勝儀軌』 、 そして 大日経』 系の経軌である 『広大儀軌』それぞれに記されてい 観法を『慈氏儀軌 所説のものと対照させながら考察してきた。『慈氏儀軌』 「五大観門品」の観法の記述は、 『大日経』所説の観法の記述よりも具体的であり、発展をとげたもであった。さらに、その行法の構成は『大日経』系の中でも『広大儀軌』のもの 土台としていることが確認できた。これは、 『慈氏儀軌』と『尊勝儀軌』に共通していることである。このことから、 『慈氏儀軌』 「五大観門品」の記事は『大











































































その結果、 明応未再治本」は〈胎蔵界〉の途中で上巻と下巻で分かたれていたので、長恵は［法用］ ［供養法］ ［讃］という構成をまだ意識していなかった可能性がある。一方、「永正再治本」が、 ［法用］ ［供養法］ ［讃］とセクション毎に巻を分け直したのは 従来の 『法則集』 醍醐寺の 『声明集』を意識していた可能性がある。
次に、詞章について比較を行った。その結果、 「永正再






















































































モンゴル ホルチン部を巡錫中 ヌルハチ よって遼陽蓮
華寺に招聘、清から田地や使用人等を給付され、清で初の寺院荘園領主となるが、来錫後間もなく死去した。打儿罕囊素喇嘛の代わりに招聘された白喇嘛は、蓮華寺を引き継ぎ寺院荘園領主となるも、ホンタイジの要請により瀋陽に拠点を移し、対明和平交渉に従事し 。
これらマンチュリアにおける「喇嘛」は、チベット仏教
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od Incarnate, 1993 』を要約する。次に、
彼のキリスト教観に基づき「宗教的多元論の功」として、











































































































































































語灯録』に所収される『逆修説法』は、近年の書誌学的研究の進展により法然の教義書の一つとして認められてきている。しかし、 法然が逆修法会で導師を務めた際 「説法録」として成立 たものであるゆえに、法然教学研究の題材とする場合、①法然の教義がどれほど正確に収められ いるか、②説法であるから特別 説かれた部分も存在するのではないかという点が問題となる。さらに、③説 録が漢語体で伝承されているのはなぜかという問題もある。そこで以下、 『逆修説法』の成立と伝承 関する上記の三つ 問題について見解を示す。
はじめに①に関しては、法然が逆修法会において説
の内容をどの程度自由に設定できたか いう検討 必要である。 『逆修説法』が成立した 推測される建久五年頃は、貴族の間で逆修法会が頻繁に修 ことが史料類からわかる。その儀礼内容のなかでも について詳しくみてみると、時代が下るにつれて次第に内容的・分量的に増えており、建久年 頃には 師による充実した説法が行われ いた 推測できる。よって、法然が導師を勤め逆修法会でも十分な説法時間が設けら おり、その内容も多く法然に任せ れていたと考えるのが妥当である。
次に②に関して、 『逆修説法』には他の法然遺文にはみら
れない説示が多く、従来の研究ではこれらの説示部分を法然の思想が未成熟の段階であったから説かれたも とみることが多かった。たしかにその内容をみると、天台教学の影響を多く認めら 、 『選択集』撰述の頃とは異なる思想であると受け取れる。ただし、阿弥陀仏功徳讃嘆のために仏身について詳しく説かれる点や、 『浄土三部経』について三重に繰り返して説かれるという構成が取られる点などは、逆修法会という場面性によってもたらされ も とみることができ、法然の教義としてみる際には注意 必要であ 。
また③に関して、 『逆修説法』の原本を想定した場合























































 （６） 「楊守敬と羅振玉との交友について」 （ 『書論』第三十二号、 二〇〇一、 一二六
～一三八）に楊守敬と羅振玉との関係について述べられている。
